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 第一生命保険株式会社（社長 渡邉 光一郎）のシンクタンク、株式会社第一生命経済研究所

（社長 矢島 良司）では、全国の 18～69 歳の男女 7,256 人に対して「今後の生活に関する

アンケート調査」を実施し、『ライフデザイン白書 2015 年』を発刊しました。 

 10 月の第３日曜日が「孫の日」（日本百貨店協会により 1999 年に制定）であることにち

なみ、調査結果の中から、孫育て等をめぐる祖父母の支援実態に注目したデータをご紹介しま

す。 

 本リリースは、当研究所ホームページにも掲載しています。 

URL http://group.dai-ichi-life.co.jp/cgi-bin/dlri/ldi/total.cgi?key1=n_year 
 

 

 

 子どもの教育費への不安 （Ｐ．２） 

●高校生以下の子どもがいる母親の８割弱が、子どもの教育費に不安を感じている 

 

 子どもの教育資金を祖父母に援助してもらいたいか （Ｐ．３） 

●高校生以下の子どもがいる母親の約２割が、教育資金を祖父母に援助してもらいたい 

 

 子どもの進路について祖父母に相談することがあるか （Ｐ．４） 

●末子が中学生の母親では、４割弱が子どもの進路について祖父母に相談 

 

 心配ごとや悩みごとを聞いてくれる家族・親族 （Ｐ．５・６） 

●高校生以下の子どもがいる母親では、６割弱が心配ごとや悩みごとを聞いてくれる人として

「自分の親」をあげる 

●末子が中学生の母親では、心配ごとや悩みごとを聞いてくれる人として「自分の親」をあげる

人が「配偶者」とほぼ同じ割合 

 

 助言やアドバイスをしてくれる家族・親族 （Ｐ．７・８） 

●高校生以下の子どもがいる母親では、６割弱が助言やアドバイスをしてくれる人として「自分

の親」をあげる 

●末子が中学生以下の母親では、助言やアドバイスをしてくれる人として「自分の親」をあげる

割合が「配偶者」を上回る 

 

  

10月第３日曜日は「孫の日」 

孫育て等をめぐる祖父母の支援実態 
～『ライフデザイン白書 2015年』の調査より～ 

≪調査結果のポイント≫ 

㈱第一生命経済研究所 ライフデザイン研究本部 

研究開発室 広報担当（津田・新井） 

ＴＥＬ．03－5221－4771 

ＦＡＸ．03－3212－4470 

【URL】http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/ldi 
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≪調査の概要≫ 

 第一生命経済研究所は、生活者の意識や行動の現状と変化をとらえるため、1995 年より

「今後の生活に関するアンケート」を実施し、『ライフデザイン白書』を出版してまいりま

した。第８回目となる今回は、「家族」「地域」「消費」「就労」「健康・介護」「人生設計」

という、ライフデザインにかかわる基本的な分野について調査しました。 

 この調査結果のなかから、孫の子育てや教育資金に関する祖父母の支援実態に注目した

データをご紹介します。 

 
※『ライフデザイン白書 2015 年』については、最終頁にご案内があります。 

また、調査結果の一部は以下でもご紹介しております。 

ニュースリリース「『ライフデザイン白書 2015 年』の概要」2015 年７月 

http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2015/news1507.pdf 

 

≪「今後の生活に関するアンケート」の概要≫ 

調査対象 全国の満 18～69 歳の男女個人 

調査実施期間 2015 年１月 29日～30 日 

抽出方法 調査機関の登録モニター約 118 万人から国勢調査に準拠して 

地域（10エリア）×性・年代×未既婚別にサンプルを割付 

調査方法 インターネット調査 

有効回答数 7,256 サンプル 

調査機関 株式会社マクロミル 

 

≪回答者の主な属性≫ 

(単位：％） 

性別 男性 49.9 

 
女性 50.1 

年代 29歳以下 19.1 

 30 代 21.2 

 40 代 19.6 

 50 代 19.0 

 60 代 21.2 

  

http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2015/news1507.pdf
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子どもの教育費への不安 

 

高校生以下の子どもがいる母親の８割弱が、 

子どもの教育費に不安を感じている 

 

図表１ 「子どもの教育費」に不安を感じている（性別・末子の学齢別） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注１：選択肢「非常に不安」「やや不安」「あまり不安ではない」「不安ではない」のうち、図表の数値は「非常
に不安」と「やや不安」の合計 

注２：高校生以下の子どもがいる人対象 

 

  

図表１は、高校生以下の子どもがいる親のうち、「子どもの教育費」に不安を感じてい

る人（「非常に不安」と「やや不安」の合計、以下同じ）の割合を示したものです。 

これをみると、父親の 67.9％、母親の 78.7％が不安を感じています。母親では父親に比

べて、「子どもの教育費」への不安が強いことがわかります。 

末子の学齢別にみると、不安を感じている人の割合は、末子が中学生までの母親では８

割前後を占めています。末子が中学生のまでの母親では、「子どもの教育費」に不安を感

じている人がかなり多いことがわかります。 

また、末子が中学生の母親では不安を感じている人が 80.5％であるのに対し、父親では

63.6％と、母親に比べて 15 ポイント以上低くなっています。末子の高校受験を控えるこの

時期は、子どもの進路選択や受験勉強を日々見守る母親と、仕事で忙しい父親の意識にず

れが生じているのかもしれません。 

  

（％） 
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高校生以下の子どもがいる母親の約２割が、 

教育資金を祖父母に援助してもらいたい 

 

図表２ 子どもの教育資金を自分または配偶者の親（子どもにとっての祖父母）に 

 援助してもらいたい（性別・末子の学齢別） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：選択肢「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」「どちらともいえない」「どちらかといえばあては

まらない」「あてはまらない」のうち、図表の数値は「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の

合計 
注２：高校生以下の子どもがいる人、かつ自分または配偶者の親がいる人対象 

 

  

 図表２は、高校生以下の子どもがいる親に「子どもの教育資金を自分または配偶者の親

（子どもにとっての祖父母）に援助してもらいたいか」をたずねた結果です。 

これをみると、あてはまる（「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の合計、

以下同じ）と答えた親は、父親・母親とも約２割にとどまっています。子どもの教育費へ

の不安は多くの親に共通するものの、祖父母の経済状況を考えてか、祖父母を頼ることへ

の抵抗感からか、資金援助を期待しているとはっきり答えた親は少なくなっています。 

末子の学齢別にみると、あてはまると答えた割合は、末子が中学生の場合に父親の回答

割合が母親の回答割合を 10 ポイント近く下回っています。末子が中学生の父親では子ども

の教育資金を自分または配偶者の親（子どもにとっての祖父母）に援助してもらいたいと

考える人が母親に比べて少ないことがわかります。末子の高校受験を控えて教育費への不

安が強いこの時期の母親に比べて、父親は親に資金援助をしてもらう必要性を感じにくい

面もあるのかもしれません。 

 

  

 

 

（％） 
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子どもの進路について祖父母に相談することがあるか 

 

末子が中学生の母親では、４割弱が子どもの進路について祖父母に相談 

 

図表３ 子どもの進路について、自分または配偶者の親（子どもにとっての祖父母）に 

 相談することがある（性別・末子の学齢別） 

 
         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注１：選択肢「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」「どちらともいえない」「どちらかといえばあては
まらない」「あてはまらない」のうち、図表の数値は「あてはまる」と「どちらかといえばあてはまる」の
合計 

注２：高校生以下の子どもがいる人、かつ自分または配偶者の親がいる人対象 

 

 

 図表３は、高校生以下の子どもがいる親に「子どもの進路について、自分または配偶者

の親（子どもにとっての祖父母）に相談することがあるか」をたずねた結果です。 

これをみると、父親の 20.5％、母親の 26.9％があてはまる（「あてはまる」と「どちら

かといえばあてはまる」の合計、以下同じ）と答えていることがわかります。母親では父

親に比べて、子どもにとっての祖父母にあたる親に、子どもの進路を相談する傾向が強い

と考えられます。 

末子の学齢別にみると、あてはまると答えた割合は、末子が中学生の母親でもっとも高

く、36.7％を占めています。一方、末子が中学生の父親では、相談することがあると答え

た割合が 20.8％にとどまり、母親より 15 ポイント以上低い水準となっています。教育費の

資金繰りを含めて、子どもの進路選択は、誰かに気軽に相談するのは難しいデリケートな

問題です。父親に比べて結婚や出産以降も親とのコミュニケーションをとる機会が多い母

親では、親に相談することによってこの時期のさまざまな不安に対処しているのかもしれ

ません。 

  

（％） 
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高校生以下の子どもがいる母親では、６割弱が 

心配ごとや悩みごとを聞いてくれる人として「自分の親」をあげる 
 

図表４ 高校生以下の子どもがいる親にとって 

「心配ごとや悩みごとを聞いてくれる家族・親族」（性別）＜複数回答＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
注１：選択肢にはこれら以外に「地域や近所の人」「職場や仕事関係の人（元同僚を含む）」「学校・学生時代の

友人（同窓生含む）」「趣味や習い事を通じての友人」「配偶者を通じての友人」「子どもを通じての友人」

「その他の個人的友人」「誰もいない」がある。 
注２：高校生以下の子どもがいる人対象 

 

 

図表４は、高校生以下の子どもがいる親に「あなたの心配ごとや悩みごとを聞いてくれ

る人」を複数回答でたずねた結果です。 

家族・親族についての回答結果をみると、父親・母親の双方がもっとも多くあげている

のは「配偶者」であり、父親では 71.1％、母親では 67.5％を占めます。高校生以下の子ど

もがいる親にとって、自分の心配ごとや悩みごとを聞いてくれるもっとも良き相談相手は

「配偶者」であることがわかります。 

一方、「配偶者」に次いで多くあげられたのは、父親・母親とも「自分の親」です。た

だし、母親が「自分の親」をあげた割合は 58.1％と、父親（30.6％）を 25ポイント以上も

上回っています。高校生以下の子どもがいる母親にとって「自分の親」は、父親にとって

の「自分の親」に比べて、心配ごとや悩みごとを聞いてくれる良き相談者として重要な存

在である様子がうかがえます。 

 

 

 

 

 

（％） 
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心配ごとや悩みごとを聞いてくれる家族・親族② 

 

末子が中学生の母親では、心配ごとや悩みごとを聞いてくれる人として 

「自分の親」をあげる人が「配偶者」とほぼ同じ割合 
 

図表５ 高校生以下の子どもがいる親にとって 

「心配ごとや悩みごとを聞いてくれる家族・親族」（性別・末子学齢別）＜複数回答＞ 

 【父親】                                     【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

注１：選択肢にはこれら以外に「地域や近所の人」「職場や仕事関係の人（元同僚を含む）」「学校・学生時代の
友人（同窓生含む）」「趣味や習い事を通じての友人」「配偶者を通じての友人」「子どもを通じての友人」
「その他の個人的友人」「誰もいない」がある。 

注２：高校生以下の子どもがいる人対象 
 

図表５は、高校生以下の子どもがいる親が「あなたの心配ごとや悩みごとを聞いてくれ

る人」としてあげた人の割合を、末子の学齢別に示したものです。 

家族・親族についての回答結果をみると、父親・母親の双方がもっとも多くあげている

のは「配偶者」です。なかでも「末子が幼稚園・保育園に入る前」の場合、「配偶者」を

あげる人は父親で 80.6％、母親で 82.6％を占めています。 

ただし、母親の場合、末子が中学生までは「自分の親」をあげる人が半数を超え、末子

が中学生の母親では「配偶者」（54.0％）とほぼ同じ水準の 52.0％です。また、末子が高

校生になると「子ども」をあげる人が 51.4％と半数を超え、配偶者（53.1％）とほぼ同じ

水準になります 

子どもの成長段階という視点でみると、母親にとって末子が中学生までの時期は「配偶

者」に近い水準で「自分の親」が、また、末子が高校生の時期には「配偶者」に近い水準

で「子ども」の存在が重要だと考えられます。なお、父親では、末子の学齢にかかわらず

「自分の親」や「子ども」をあげる割合は、「配偶者」に比べて大幅に低くなっています。 

（％） （％） 
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高校生以下の子どもがいる母親では、６割弱が 

助言やアドバイスをしてくれる人として「自分の親」をあげる 
 

図表６ 高校生以下の子どもがいる親にとって 

「助言やアドバイスをしてくれる家族・親族」（性別）＜複数回答＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１：選択肢にはこれら以外に「地域や近所の人」「職場や仕事関係の人（元同僚を含む）」「学校・学生時代の
友人（同窓生含む）」「趣味や習い事を通じての友人」「配偶者を通じての友人」「子どもを通じての友人」
「その他の個人的友人」「誰もいない」がある。 

注２：高校生以下の子どもがいる人対象 

 

 

 図表６は、高校生以下の子どもがいる親に「あなたに助言やアドバイスをしてくれる人」

を複数回答でたずねた結果です。 

家族・親族についての回答結果をみると、父親では「配偶者」をあげる人が51.7％とも

っとも多くなっていますが、母親では「自分の親」をあげる人（56.4％）が「配偶者」（53.8％）

をわずかに上回っています。高校生以下の子どもがいる母親にとって「自分の親」は、助

言やアドバイスをしてくれる存在として「配偶者」と同じくらいか、それ以上に重要な存

在である様子がうかがえます。  

（％） 
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助言やアドバイスをしてくれる家族・親族② 

 

末子が中学生以下の母親では、助言やアドバイスをしてくれる人として 

「自分の親」をあげる割合が「配偶者」を上回る 
 

図表７ 高校生以下の子どもがいる親にとって 

「助言やアドバイスをしてくれる家族・親族」（性別・末子学齢別）＜複数回答＞ 

【父親】                              【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１：選択肢にはこれら以外に「地域や近所の人」「職場や仕事関係の人（元同僚を含む）」「学校・学生時代の

友人（同窓生含む）」「趣味や習い事を通じての友人」「配偶者を通じての友人」「子どもを通じての友人」
「その他の個人的友人」「誰もいない」がある。 

注２：高校生以下の子どもがいる人対象 

 

 

 

 図表７は、高校生以下の子どもがいる親が「あなたに助言やアドバイスをしてくれる人」

としてあげた人の割合を、末子の学齢別に示したものです。 

家族・親族についての回答結果をみると、末子が中学生以下の母親では、「自分の親」の

回答割合が「配偶者」をわずかに上回っています。また、末子が高校生の母親では、「子ど

も」をあげる人が 34.1％と、「自分の親」（30.8％）をわずかに上回りますが、「配偶者」（40.3％）

にはとどかない水準にとどまっています。なお、父親の場合、末子の学齢にかかわらず、「配

偶者」の回答割合がもっとも高くなっています。 

子どもの成長段階という視点でみると、母親にとって末子が中学生までの時期は「配偶

者」と同じくらいか、それ以上に「自分の親」の存在が重要であることがうかがえます。 

  

（％） （％） 
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≪研究員のコメント≫ 

 

10 月第３日曜日の「孫の日」にちなんで、当研究所の「今後の生活に関するアンケート

調査」の中から、親からみた孫の教育資金に関する祖父母への支援期待や、孫の進路に関

する祖父母への相談実態等に注目したデータをご紹介しました。 

まず、高校生以下の子どもがいる親にとって「子どもの教育費」は、きわめて悩ましい

問題であり、末子が中学生までの母親では８割以上が不安を感じています。ただし、子ど

もの教育資金について祖父母に援助してもらいたいと答えた親は約２割にとどまっていま

した。 

一方、子どもの進路について、親に相談することがあると答えた人は、末子が中学生の

母親で 36.7％を占めました。末子が中学生の母親では、心配ごとや悩みごとを聞いてくれ

る人として「自分の親」をあげる人が「配偶者」とほぼ同じ割合を占めています。また、

末子が中学生までの母親では、助言やアドバイスをしてくれる人として「自分の親」をあ

げる割合が「配偶者」を上回っていました。これらの結果から、高校生以下の子どもがい

る母親にとって「自分の親（子どもからみた母方の祖父母）」は、「配偶者（子どもからみ

た父親）」と同じくらいか、それ以上に重要な精神面・心理面の支援者となっていることが

うかがえます。 

 近年、孫が幼い間の育児の支援者や、孫の教育費の支援者としての祖父母の役割が注目

されています。一方で、今回のデータからは、特に孫の母親にとって、子どもの進路を含

めた悩みや心配ごとの聞き役となったり、必要に応じて助言やアドバイスを与える良きメ

ンターとしての祖父母の姿も浮かび上がってきます。 

 幼い孫の世話に祖父母の支援を必要とする時期は限られています。また、教育費に不安

を感じながらも、祖父母の支援を期待しているとはっきり言葉にできる親は少ないのが実

態です。しかし、母親となった娘をもつ祖父母の人生設計という観点からいえば、最年少

の孫が中学生になる頃までは、良きメンターとして娘に必要とされる時期は続くようです。

孫育ての支援が終わって以降も、孫の進路選択や教育費といった悩ましい問題に向き合う

娘のサポートに祖父母は備えておいてやる必要があるのかもしれません。 

 

（研究開発室 主任研究員 北村安樹子）  
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≪書籍のご案内≫ 
 

 

 

 

 

 

2015年 7月に『ライフデザイン白書 2015』（編：第一生命経済研

究所、発行：ぎょうせい）を発刊しました。本書は、第一生命経済

研究所が独自に実施している全国規模のアンケート調査をもとに、

生活者の視点で生涯設計を考え、人々の生活実態や生活意識を時系

列で分析したものです。今回の白書も、図表を多く取り入れ、より

わかりやすく見やすい内容にしています。 

高校や大学における社会科・家庭科・ライフデザイン学科の学習

教材であると共に、記事などの裏づけ資料としてもご活用できる一

書となっています。皆さまの生活に役立つ内容が盛り込まれていま

すので、ご一読いただければ幸いです。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編：第一生命経済研究所】 

『ライフデザイン白書 2015』 


